






















Ⅰはじめに 

小児の対麻痺は脊髄髄膜瘤をはじめ種々の先天性病因によるものと,脊髄炎,腫瘍外傷,血

管障害等の後天性病変によるものがあり,これらのうちには早急に外科的治療を行えば麻

痺の完全な恢復がえられる症例もある。従って本症患の治療には小児科,神経外科,整形外

科,リハ科,泌尿器科等の各専門医間の緊密な連携が必要であるが,我々の施設へは発病以

来かなりの時間を経過してから来院したため,手術的治療を行っても麻痺の完全な恢復が

えられなかった症例があり,今回我々が経験した症例を中心に,小児対麻痺の病因の早期治

療の必要性について検討した結果を報告する。 


